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研究成果の概要（和文）：本研究は、環境省が実施する「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」を
基盤とし、三世代コホートを形成することを目的とした追加調査である。平成26年4月30日現在、全体調査および追加
調査に、それぞれ9,286名および3,800名が参加している。また、父親については、全体調査および追加調査にそれぞれ
、4,118名および1,510名が参加している。調査参加時点での対象者の基礎特性は、追加調査への参加の有無で明らかな
差は認められなかった。今後、祖父母のリクルートが促進され、妊婦を中心とした三世代コホートが構築されることが
期待される。

研究成果の概要（英文）：We added the additional study 'Cumulative impact of exposures for children; based 
on three generations cohort study' on the Japan Environment and Children's Study (JECS) to clarify the cum
ulative impact of exposures for children based on three generations cohort study. The JECS, a birth cohort
 study involving 100,000 parent-child pairs, was launched in 2011 in order to evaluate the impact of vario
us environmental factors on children's health and development.
At April 30, 2014, 6,060 and 3,657 mothers (pregnant women) and 4,118and 1,510 fathers were recruited for 
the JECS and the additional study, respectively. No differences on the characteristics were observed betwe
en who participated in the additional study and those who did not. It is expected that three generations c
ohort will be constructed by the additional recruitment of grandfathers and grandmothers.
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１．研究開始当初の背景 

 

曝露因子が生殖に影響を与えるのであれ

ば、その影響は世代を経るごとに累積する可

能性がある。 

本研究は、環境省が実施する「子どもの健

康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」

を基盤とし、エコチル調査で使用する資源と

プロトコールを利用することによって、妊婦を

中心として、児・父親・祖父母を含む三世代コ

ホートを構築しようとするものである。 

エコチル調査は、環境省が立案、設計、実

施する出生コホート調査であり、胎児期から小

児期にかけての化学物質曝露が、子どもの健

康にどのような影響を与えているのかを明らか

にすることを意図した国家プロジェクトである

（http://www.env.go.jp/chemi/ceh/）。調査規

模は全国で１０万組の妊婦、その妊婦（母親）

が出産した子ども、及びその子どもの父親の

参加を目指しており、調査期間は、リクルート

３年、追跡１３年、解析５年の計２１年間に渡る

構想となっている。 

 

２．研究の目的 

 

環境省が実施する「子どもの健康と環境に

関する全国調査（エコチル調査）」を基盤とし、

エコチル調査で使用する資源とプロトコール

を利用することによって、妊婦を中心として、

児・父親・祖父母を含む三世代コホートを構築

すること。 

 

３．研究の方法 

 

エコチル調査では、リクルート期間中（妊娠

中）にユニットセンターが指定した調査地区に

居住する妊婦、その妊婦（母親）が出産した子

ども、及びその子どもの父親を対象とし、子ど

もの父親は妊婦（子どもが出生した後は子ど

も）が研究に参加する場合に限り対象となる。

本調査においては、エコチル調査における

「父親」のリクルートと曝露測定と同様のプロト

コールによって、妊婦および父親の親にあた

る祖父母のデータも収集する。 

本研究に参加に同意した妊婦が妊婦健診

を受診した際に父親や祖父母が同行して医

療機関に来院してきた場合、妊婦に父親や祖

父母を紹介してもらい、紹介を受けたエコチ

ル調査員は父親や祖父母に対して本調査へ

の参加を依頼する。また、本調査参加に同意

した妊婦が出産後、父親や祖父母が医療機

関に来院して来た際にも、妊婦に父親や祖父

母を紹介してもらい、紹介を受けたエコチル

調査員が父親や祖父母に対して本調査への

参加を依頼する。 

本調査プロトコールは、環境省・エコチル調

査コアセンターの承認を得ており、さらに東北

大学医学部倫理委員会において承認を得て

いる。 

今回、平成２６年４月３０日現在の対象者の

リクルート状況および既に収集されたデータ

が電子化されている対象者における追加調査

への参加の有無による基礎特性の比較を行

った。 

 

４．研究成果 

 

●妊婦・母親 

平成２６年４月３０日現在、全体調査及び追

加調査に関しては、１０，９８４名および６，３８８

名の妊婦に調査の説明を行い、それぞれ９，

２８６名（８４．５%）および３，８００名（５９．４%）か

ら同意が得られている。収集されたデータの

電子化が終了している人数は、追加調査非

参加者、追加調査参加者でそれぞれ４，３８２

名および２，１６９名であり、追加調査非参加

者の平均年齢は３０．０±５．１歳であり、追加

調査参加者の平均年齢も３０．４±５．１歳と同

程度であった。調査参加時点における身長は

それぞれ１５８．１±５．６ｃｍおよび１５７．９±５．



２ｃｍであった。また、妊娠前体重はそれぞれ

５４．３±９．８ｋｇおよび５５．２±１０．１ｋｇであり、

初産婦の割合はそれぞれ２９．０％および２７．

８％、喫煙歴のある妊婦はそれぞれ４９．８％

および５０．７％であった。表に示すように、身

長や妊娠前体重など、追加調査非参加者と

追加調査参加者との間で基礎特性は同様で

あった（表１）。 

表1. 追加調査への参加の有無による妊婦・母親の基礎特性の比較

母親 N N

出産時年齢(%) 4373 30.0 ± 5.1 2164 30.4 ± 5.1

身長(cm) 4382 158.1 ± 5.6 2169 157.9 ± 5.2

妊娠前体重（kg） 3747 54.3 ± 9.8 2003 55.2 ± 10.1

初産婦(%) 4330 2149

喫煙歴あり(%) 4370 2148 50.749.8

29.0

追加調査参加者追加調査非参加者

27.8

 

同居に関する質問項目では、実父または

実母との同居割合は２０％未満である一方で、

夫の父または夫の母との同居割合は２０％を

超えていた。実の父母との同居と比較して、夫

の父母との同居の割合が高く、祖父母の誰か

と一緒に住んでいるという、いわゆる三世代同

居の形をとっている家族は約半数であった。 

 

●出生児 

出生児に関しては、平成２６年４月３０日現

在、収集されたデータの電子化が終了してい

る人数は、追加調査非参加者および追加調

査参加者でそれぞれ４，３８５名および２，１６９

名であり、女児の割合は４８．９％および４８．

６％であった。出生体重および在胎週数は、

追加調査非参加者で３，０５１±４１７．０ｇおよ

び３８．８±１．５週、追加調査参加者で３，０５

４±４３７．５ｇおよび３８．７±１．６週と同程度

であった。出生時の身長・頭囲は、追加調査

非参加者および追加調査参加者でそれぞれ

４９．５±２．２ｃｍ・３３．１±１．５ｃｍおよび４８．

９±２．３ｃｍ・３３．４±１．５ｃｍであった。生後

１か月時点の身長・頭囲は、それぞれ５３．３

±２．３ｃｍ・３６．４±１．５ｃｍおよび５３．２±２．

４ｃｍ・３６．６±１．５ｃｍと同程度であった（表

２）。 

 

 

表2. 追加調査への参加の有無による出生児の基礎特性の比較

出生児 N N

女児(%) 4335 2154
体重(g) 4385 3051.7 ± 417.0 2169 3054.2 ± 437.5

身長(cm) 4381 49.5 ± 2.2 2168 48.9 ± 2.3

頭囲(cm) 4381 33.1 ± 1.5 2167 33.4 ± 1.5

在胎週数(週) 4382 38.8 ± 1.5 2165 38.7 ± 1.6

生後1か月身長(cm) 3847 53.3 ± 2.3 2147 53.2 ± 2.4

生後1か月頭囲(cm) 3837 36.4 ± 1.5 2143 36.6 ± 1.5

生後1か月BMI(kg/m2) 3847 14.7 ± 1.5 2147 14.9 ± 1.7

BMI, body mass index.

48.9

追加調査非参加者 追加調査参加者

48.6

●父親 

父親における調査への参加状況は、全体

調査及び追加調査それぞれにおいて、４，３７

０名および３，２７８名に調査の説明を行い４，

１１８名（９４．４％）および１，５１０名（４６．１％）

から同意が得られている。収集されたデータ

の電子化が終了している人数は、追加調査非

参加者、追加調査参加者でそれぞれ２，０２６

名および７５２名である。調査参加時点におけ

る身長はそれぞれ１７２．１±５．７ｃｍおよび１

７１．８±５．６ｃｍであった。また、体重はそれ

ぞれ７０．２±１７．７ｋｇおよび７１．７±１３．２ｋ

ｇであり、喫煙歴のある父親はそれぞれ８０．

３％および７８．６％であった。表に示すように、

父親の身長・体重・喫煙歴は、追加調査非参

加者と追加調査参加者との間で基礎特性は

同様であった（表３）。 

表3. 追加調査への参加の有無による父親の基礎特性の比較

父親 N N

身長(cm) 2026 172.1 ± 5.7 752 171.8 ± 5.6

体重(kg) 2022 70.2 ± 17.7 750 71.7 ± 13.2

喫煙歴あり(%) 2014 744

BMI, body mass index.

78.680.3

追加調査非参加者 追加調査参加者

 

 

●祖父母 

祖父母に関しては、全体調査では調査対

象としていない。また、本研究課題『三世代コ

ホートの構築による曝露因子が子どもに与え

る累積影響の解明』の実施については、エコ

チル実施母体である環境省・コアセンターの

了承を得たものの、具体的な開始の段階で、

現場においてリクルートを担当するリサーチコ

ーディネーターへの業務負担の増大が懸念さ

れ、当初予定されていた祖父母のリクルート

方法の改善の必要性が示唆された。 

そこで、エコチル調査で使用している資源・プ



ロトコールとは別に、祖父母リクルートのため

の独自のプロトコールを検討し、現場のリサー

チコーディネーターへの業務負担を考慮の上、

妊婦のリクルート後産後一ヶ月までの間に、妊

婦を通して祖父母を含めた三世代コホートの

構築の重要性を祖父母に伝えていく祖父母リ

クルートフローを作成した。 

 

【考察】 

 

研究課題初年度直前の平成２３年３月に東

日本大震災が発生し、調査実施予定医療機

関も被災した。しかしながら、エコチル調査全

体のリクルートは順調に進行し、追加調査（本

調査）に関しては、東日本大震災の影響によ

って開始時期が遅れたものの、研究課題初年

度内にリクルートを開始することができた。また、

東日本大震災によって全体的な同意率が向

上しているように思われる。実際に追加調査

に対する同意率は母親および父親でそれぞ

れ全体調査参加者の４０．９％、３６．７％に達

した。 

なお、全国におけるエコチル調査全体のリ

クルート状況は、平成２６年３月３１日現在で、

１０１，１０６名が全国１５地域でリクルートされ

ている（http://www.env.go.jp/chemi/ceh/）。 

追加調査参加の有無で、母親・出生児・父

親の基礎特性に大きな差は認められず、追加

調査対象者は、エコチル全体調査への参加

者を代表する集団であることも確認することが

できた。 

祖父母のリクルートに関しては、全体調査

では対象としていないことによるリサーチコー

ディネーターへの負担増大、東日本大震災の

発生に伴う追加調査開始の遅れ、および本調

査対象地域における新たな大規模疫学研究

の開始の影響によって、当初予定されていた

祖父母のリクルート方法の改善の必要性が示

唆されたが、見直し後のフローを用いて祖父

母を含む妊婦を中心とした三世代コホートが

構築されることが期待される。 

今後、児の追跡調査によって、児の発達・

発育の詳細を把握し、三世代コホートの構築

による曝露因子が子どもに与える累積影響の

解明を推進していく予定である。 
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